
主催（公財）福島県国際交流協会

令和5年度外国の子ども支援人材研修会

県内の学校へ転入する外国人児童生徒は年々増加しています。外国につながりを持つ子どもはどの
ような課題に直面するのでしょうか。外国につながりを持つ子どもが転入してきた時、学校や支援
者に求められることはどんなことでしょうか。言葉がわからないだけで子ども達が進学や夢をあき
らめることのないように、私たちができる支援について考え、方法を学びましょう。

外国から転入する児童生徒の受け入れと
日本語初期指導

対象（定員２０名）

・学校関係者、教育委員会職員等

・地域日本語教室などで教えている方で、学校での支援経験の少ない方。

（当協会の帰国外国籍児童生徒への支援事業で活動できる方）

講師 樋口万喜子氏 （NPO日本語・教科書支援ネット代表）

日時・内容

場所 南相馬市民情報交流センター

（南相馬市原町区旭町二丁目７番地の１ TEL 0244-23-7796）

受講料 無料

申込 Googleフォームに必要事項を記入の上お申し込みください。

https://forms.gle/ZF5hqNKG9JMv3x4G7

締切 ７月３日（月）

問い合わせ 公益財団法人福島県国際交流協会 024-524-1315（担当 鈴木）

後援 福島県教育委員会

第１回
（理論編） ７月２２日（土）

１０時～１５時

「外国につながりを持つ子ども」とは？日本人の子どもに教えるのとどの
ように違うのでしょう。受け入れる学校や支援者が知っておくべきことや、
必要な配慮について考えます。また、グループワークや意見交換をしなが
ら外国につながりを持つ子どもへの理解を深めましょう。

第２回
（実践編） ８月２６日（土）

１０時～１５時

実際に日本語を教える方法を実践を通して学びます。日本語が全く分から
ない子どもに教えるにはどうしたらよいか。グループワークを通して、子
どもに伝わる効果的な教え方を考えてみましょう。講座では、日本語で日
本語を教える際に役立つ教材や活動なども紹介します。

この事業は赤い羽根共同募金の助成を受けています。


	スライド 1: 主催（公財）福島県国際交流協会　 令和5年度外国の子ども支援人材研修会

